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-目標 - -

456 585

施策評価管理シート 　　

1

基本施策

政　　策 3 人が行き交い活力あふれる、安全で快適な暮らし

3,442

2 安全で安心な地域づくり

防災

41.0

40.0

97%

5,640

施策指標（目標）の内容　（単位）
2015
(H27)

2011
(H23)

11

自主防災隊などリーダー研修の受講者数【延べ値】
（人）

35.7

目標 -

352

36.9

・名張市地域防災計画に基づき、危機管理体制を充実します。
・耐震性や耐火性の強化など防災基盤の整備と市民の防災意識の高揚など災害に強いまちづくりを進めます。
・防災関連情報網の整備、情報提供や地域における自主防災体制の充実・強化に取り組みます。

2010
(H22)

連絡先　（担当室名）

企画財政部危機管理担当

部長名

施　　策

担当部局名

施
策
体
系

63-7271（危機管理室）栢本　昌展

○目標達成に向けた課題

１．施策の基本方針

2013
(H25)

・名張市地域防災計画の見直しに当たっては、新たな被害想定が必要ですが、県による被害想定の算出が遅れていま
す。
・総合防災訓練の実効性を確保するため、目的、内容を明確化する必要があります。
・東日本大震災発生後、市民の防災意識は高揚しましたが、その後、時間の経過とともに低下してきており、多くの市
民は、「防災は行政頼み」という意識を持っています。このため、出前トークをはじめ、あらゆる機会を通じ防災に対
する知識、情報などの普及啓発を行うことが必要です。
＜行政評価委員会からの意見＞
意見なし

現状値
（H20)

○重点目標

・最新の被害想定に対応するため、名張市地域防災計画の見直しを定期的に行います。
・平成25年度名張市総合防災訓練の実施に向け、内容に関する検討を行います。
・地域で行う防災訓練の支援や出前トーク等の充実により、防災・減災における自助、共助の重要性について啓発を行
います。
・災害発生時、被災者の拠り所となる避難所の開設・運営について検討を行います。

進捗率

○施策指標（目標）及び達成状況

２．目標

地震等の災害への備えをしている市民の割合
（％） 38.3

目標 -

81%

2012
(H24)

38.0- -

865-

37.4

- 530

5,733 6,627 100%

839

7,477

・最新の被害想定に必要となる各種資料を三重県に提供し、早期の被害想定算出に協力しました。
・実効性ある総合防災訓練とするため、東日本大震災及び阪神・淡路大震災等の経験を踏まえ、目的、内容について検
討を行い、概要を決定しました。
・南海トラフを震源とする巨大地震のように広範囲で甚大な被害が発生した場合、他地域からの支援が得られず、また
行政による公助が市民の皆様に届くまでには相当の時間を要するおそれのあることを説明し、自助、共助の重要性につ
いて啓発を行いました。
・平成２４年度に配布した名張市洪水・土砂災害ハザードマップを参考に、平成２５年度において複数の地域でハザー
ドマップ作成の取組みが進められました。

＜行政評価委員会からの意見に対する取組内容＞
意見なし

防災訓練を実施した地区数【延べ値】　（地区）
105

-

災害時における生活必需物資の供給応援協定締結数
【延べ値】　（団体） 100%

-- 11

109

目標

成果

成果

３．取組内容

○課題解決への取組内容

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｄｏ

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ



（合計 事業)

検討して
いる、今
後可能性
がある

H26完了
予定

Ｂ

Ｂ

5161
基幹土地改良施設防災機能
拡充保全事業

農林資源室 － 19,752 Ｂ

該当しな
い

継続（現
行）

Ｂ

Ｂ

4155 簗瀬水路ゲート改修事業 維持管理室 － 292 Ｂ

継続（現
行）

－

Ｂ

Ａ

4111 土木施設災害復旧事業 維持管理室 － 20,698 Ｂ

1311 社会教育活性化支援事業 文化生涯学習室 － 1,291 Ａ

検討して
いる、今
後可能性
がある

継続（現
行）

実践して
いる

H26完了
予定

－

Ｂ

Ｂ

5038 防災センター費 ＊

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

－

Ｂ

－

－

成果・評価理由

継続（改
善）

5,718

計画どおり事業推進

小計（うち、一般会計分）　　　　　　　　　　 127,830

0

合計（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　

継続（現
行）

検討して
いる、今
後可能性
がある

該当しな
い

0

評価

５．部局による施策評価

小計（うち、特別会計・企業会計・組合会計分）

127,830

6,0616093 防災通信費 危機管理室 Ａ

Ｃ

5028

3,297

4,640

危機管理室

維持管理室

4062

17,570

4110

171,458

Ｃ

－

該当しな
い

該当しな
い

Ｂ

検討して
いる、今
後可能性
がある

8,968 －

4,4355029 調整池維持費

危機管理室

－

Ｂ

該当しな
い

Ｂ

H25完了55,036 －

－

継続（現
行）

Ｂ

35,800

1201
防災意識普及啓発事業（緊
急雇用創出事業）

危機管理室

4063 土木施設災害応急復旧事業

231

生活安全協議会費 ＊

2059 災害救助費

3,134

44,117

7,259

生活支援室 60

0

現年補助災害復旧事業

・総合防災訓練については、従来の見せる訓練から真に必要とされる訓練への方向転換を図ることができました。ま
た、訓練実施により新たな課題が見つかりました。
・各地域において防災訓練を実施したことにより、確実に防災意識の高揚と自助・共助の必要性についての認識が深ま
りました。
・１箇所の地域で地域防災ハザードマップが作成され、５地域でハザードマップ作成が進められています。

・各地域において実施される防災訓練の内容等について事前に各地域の役員と協議を行い、多くの住民の方々にご参加
いただけるよう工夫するとともに、その実施に当っては、ボランティア組織である「みえ防災コーディネーター連絡会
名張支部」との連携により、効果的な意識啓発を図りました。
・地域災害対策本部、公民館・市民センターを活用した避難所開設訓練など、より実践的な訓練となるよう、地域役員
と事前協議を行いました。

Ｂ

事業名・担当室名

Ｃ

H25完了

実践して
いる

19

171,458

継続（現
行）

Ｂ

Ａ

130

28,097

1222

2001

部局による評価

４．施策達成のための事務事業及び評価

施策
達成
への
貢献度

地域づ
くり組
織等と
の連

携・協
働

担当室による評価

Ａ

Ｃ
該当しな
い1128

2012
(H24)

Ａ

17

事務
事業
ｼｰﾄ
番号

Ａ

国民保護事業費

○地域等との連携、協働に向けた取組

施策
達成
への
重要度

1130

Ｃ

Ｃ

過年補助災害復旧事業 維持管理室

継続（改
善）

Ｂ

H26完了
予定

2,547 ＢＢ

65

維持管理室

水路河川維持費

生活支援室

維持管理室

維持管理室 16,592

災害一時扶助費

Ｂ

防災対策費 ＊ 危機管理室

Ｃ
継続（改
善）

777

実践して
いる

事務事
業の施
策への
貢献

事務事
業シー
トでの
今後の
方向

2013
(H25)

483危機管理室

7,457 4,762

事業費
(単位：千円)

Ｂ

Ａ

該当しな
い

継続（改
善）

該当しな
い

継続（現
行）

該当しな
い

実践して
いる

継続（現
行） Ａ

Ｃｈｅｃｋ

Ｄｏ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ



６．今後の施策の方向性、改善方法

評価理由及びその他（意見）

７．総合評価

Ｂ　施策達成に向けた取組や今後の施策展開が適切に行われている

評価

・総合防災訓練を通じて得られた諸課題の解決を図るとともに、さらに防災意識の高揚を図るため地域と連携し、平成
２６年度の総合防災訓練実施に向けての取組みを進めます。
・地域での防災訓練実施のための事前協議について積極的に参画し、「自助」「共助」の重要性について推進します。
・地域における防災活動の中核となる自主防災組織の充実、活性化を促進します。
・みえ防災コーディネーター連絡会名張支部との連携・協力により、効果的な防災啓発を行います。
・男女共同参画、災害時要援護者等多様な視点に配慮した避難所運営マニュアルの作成を促進します。

Ａｃｔｉｏｎ


